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益
壻
樹

ウ

ル
シ
と
縄
文
時
代

の
漆
文
化

に
馳

せ
‐

轟
鯉

１
　
１，―‥
Ｌ
ｈ

ｒ

私
が
、
昨
年

（令
和
３
年
）
輪
島
市
門

前
町
栃
木

（と
ち
の
き
）
集
落
の
石
倉
神

社
を
訪
ね
た
際
、
神
社
の
登
り
口
で
大
き

な
ウ
ル
シ
の
話
し
を
聞
き
、
地
元
の
方
に

そ
の
場
所
に
案
内
し
て
い
た
だ
く
と
、
小

面
積
で
は
あ
っ
た
が
辺
り
が
き
れ
い
に
下

草
刈
り
さ
れ
、
ほ
ぼ
平
ら
な
場
所
に
大
き

な
ウ
ル
シ
が
２
本
並
ん
で
直
立
し
て
お
り
、

片
側
の
木
は
大
木
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
も
う

１
本
の
ウ
ル
シ
が
ア
テ

（ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ

□
）
の
林
下
に
見
ら
れ
、
計
３
本
の
ウ
ル

シ
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
は
夕
方
で
あ
り
、

測
定
は
行
わ
な
か
っ
た
。

す
で
に

「石
川
県
の
巨
樹
」
（里
見
信

生

・
鈴
木
三
男
。
１
９
８
２
）
に
は
、
加

賀
市
山
中
温
泉
杉
水
町
の

「石
川
県
県
民

の
森
」
に
、
樹
高
刑
ｍ
、
胸
高
幹
周
Ｗ

ｍ

の
ウ
ル
シ
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

，
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ー
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栃
木
集
落
は
、
八
ケ
川
に
そ
そ
ぐ
栃
木

川
の
中
流
域
の
峡
谷
に
位
置
し
て
お
り
、

１
５
０
９
年

（永
正
６
年
）
の
畠
山
義
元

寺
領
安
堵
状

（石
川
県
の
地
名
。
１
９
９

１
）
に

「栃
木
」
の
名
称
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
歴
史
あ
る
古
い
集
落
で
あ
る
が
、

ト
チ
ノ
キ
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。

令
和
４
年
７
月
に
、
巨
樹
ウ
ル
シ
を
測

定
す
る
た
め
に
栃
木

へ
出
か
け
た
。

環
境
省
の
巨
樹
の
測
り
方
に
従
い
、
立

地
が
や
や
斜
面
な
の
で
山
側
か
ら
地
表
日

ｍ
の
高
さ
で
幹
周
２
０
４
Ｃｍ
、
樹
高
１８

ｍ

を
測
定
し
た
。
地
上
日
ｍ
上
部
か
ら
―
本

の
幹
が
出
て
い
る
が
既
に
枯
死
し
て
お
り
、

樹
皮
に
は
ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
キ
ノ
コ

（サ
ル

ノ
コ
シ
カ
ケ
の
様
）
が
着
生
し
て
い
た
が
、

上
部
の
枝
に
は
緑
色
の
若
い
果
実
が
付
い

て
い
た
。
通
常
は
樹
高
１０

ｍ
余
り
と
植
物

図
鑑
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
樹
高
か
ら

し
て
も
、
こ
の
ウ
ル
シ
は
本
県
で
は
巨
樹

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
巨
樹
の
定
義
の
中
に
幹
周
り
３

ｍ
以
上
に
育

ち
に
く
い
樹

種

（ツ
パ
キ
、

マ

ユ

ミ

な

ど
）
に
つ
い

て

は
、
３
ｍ

未
満
で
彬
調

査
対
象
と
し

て
い
る
と
の

こ
と
か
ら
ウ
ル
シ
も
こ
の
例
に
従
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ウ
ル
シ
は
落
葉
高
木
で
雌
雄
異
株
で
あ

り
、
葉
は
奇
数
羽
状
複
葉
で
９
～
１５
枚
の

小
葉
か
ら
な
り
、
小
葉
は
全
縁
で
鋸
歯
は

な
く
、
表
面
は
無
毛
で
裏
面
は
脈
上
に
荒

い
毛
が
あ
る
。
葉
柄
に
は
短
い
軟
毛
が
生

えヽ
、
６
月
に
は
葉
柄
か
ら
長
さ
１０
～
２５
Ｃｍ

の
円
錐
花
序
を
伸
ば
し
、
多
数
の
小
さ
い

花
を
つ
け
る
。

こ
の
ウ
ル
シ
の
樹
皮
に
横
方
向
に
線
刻

状
に
傷
を
つ
け
る
と
、
乳
白
色
の
樹
液
が

滲
み
出
し
て
く
る
。
こ
れ
が
漆
で
あ
る
。

縄
文
時
代
早
期
か
ら
利
用
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
漆
は
数
千
年

を
経
て
も
良
好
な
状
態
で
麗
し
い
光
沢
を

保

っ
て
い
る

（四
柳
嘉
章
。
２
０
０
９
）
。

な
お
、
ウ
ル
シ
科
ウ
ル
シ
属
に
は
ツ
タ

ウ
ル
シ
、
八
ゼ
ノ
キ
、
ヤ
マ
八
ゼ
、
ヤ
マ

ウ
ル
シ
の
樹
種
が
あ
る
が
、
い
す
れ
も
県

内
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

中ω
　
持
支
時
代
の
注
●
化

私
た
ち
の
身
の
周
り
に
あ
る
美
し
い
漆

器
は
、
い
つ
頃
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
考

え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

１
９
８
４
年
に
福
井
県
若
狭
町
の
鳥
浜

貝
塚
遺
跡
か
ら
、
椀

・
皿

・
鉢
な
ど
の
漆

器
の
木
胎
容
器
、
弓

・
太
刀
な
ど
の
武
器
、

櫛

・
腕
輪

・
耳
飾
り

・
首
飾
り
な
ど
の
装

身
具
が
、
多
岐
に
わ
た
り
漆
に
施
さ
れ
た

出
土
品
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
縄
文
時
代

の
漆
文
化
の
発
見
に
は
驚
い
た
が
、
さ
ら

に
出
上
し
た
木
片
を
２
０
１
１
年
に
東
北

大
学
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
―
万

２
６
０
０
年
前
の
ウ
ル
シ
で
あ
る
と
同
定

さ
れ
た
。

耐
　
アに
の
事
は
、

麺『叫岬”如脚

鶴
ち
込
ま
れ
た

の
で
は
な
く
、
日
本
国
内
に
元
々
自
生
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
植
物
に
関
心
の
高

い
人
た
ち
に
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

本
県
で
も
、
縄
文
時
代
の
七
尾
市
三
引

遺
跡

（約
７
０
０
０
～
６
５
０
０
年
前
）

か
ら
赤
色
漆
塗
堅
櫛
、
金
沢
市
の
米
泉
遺

跡

（縄
文
後
期
～
晩
期
）
か
ら
も
漆
を
用

い
た
腕
輪
、
能
登
町
の
真
脇
遺
跡
な
ど
か

ら
も
漆
器
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
新
た
に
考
え
て
み
る
と
、

少
な
く
と
も
９
０
０
０
年
前
の
縄
文
時
代

早
期
に
は
、
漆
の
利
用
が
開
始
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
今
の
と
こ
ろ

世
界
最
古
で
あ
る

（四
柳
嘉
章
。
２
０
０

９
）
。つ

ま
り
、
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活
は

意
外
と
活
発
に
野
外
に
出
て
渚
動
し
、
漆

器
を
使

っ
て
食
事
を
す
る
、
漆
の
装
飾
品

を
身
に
着
け
る
な
ど
の
優
雅
さ
が
想
像
さ

れ
る
。比
較
し
て
羨
ま
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

（石
川
県
巨
樹
の
会
　
高
木
政
喜
）

林立 しているウルシ

緑の若い果実をつけているウルシ


